
粉粒体自動定量供給装置
インテリジェント・ロスインウエイト方式

微粉から粒体まで連続計量を高精度にこなす高機能システム



高精度
高出力ロードセルで高精度の切り出し

計量装置はロードセル式台秤で可動部が無く、長期間高精度を維
持します。１点支持式ロードセルは風袋に影響されない高出力で
S／N比は従来の約2倍。4隅誤差のないロバーバル機構で分解能
40,000以上、計量精度±0.05％を確保します。

システム構成が容易
PLCにあわせた工業用ネットワーク（CC-Link・Profibus）の
使用により容易に複数台のフィーダを統括、連動して制御するこ
とができます。

高機能性
インテリジェントコントローラーで高機能制御

独自の最適制御理論に基づいて開発されたインテリジェントコン
トローラーLEC-2000はきめ細かい制御性と抜群の操作性を発揮
します。制御パラメーターの自動演算、ワンタッチスパン調整に
よりメンテナンス性が大幅改善。さらに高速／高分解能の
A/D、D/Aを装備し分解能400,000カウントで非直線性1/10,000
以内、ADサンプリング回数100回/秒と微少な荷重変化を瞬時に
とらえ、きめ細かい制御を実現します。
また自動流量精度検査機能（SAI）搭載により従来のように容器
を使った抜き取り作業は不要で、運転中でもワンタッチで流量の
制御精度が確認できます。

LEC

ワイドな対応力
６種類のフィーダとバリエーション

フィーダはユニット形式で交換できます。コントローラーにフィ
ーダに対応した運転パラメーターが登録できるのでワンタッチで
原料替えができます。原料の性状に応じてフィーダが選択でき作
業性も大幅に向上します。

清掃作業が容易
小容量多品種生産における原料替えや、医薬品、食品製造工程に
おけるコンタミ防止に欠かせない内部の分解清掃が簡単に行えま
す。

防爆対応（オプション）
石油化学等の生産現場に欠かせない防爆仕様にも対応します。
（本体側計量装置は本質安全防爆、駆動関係は耐圧防爆）

均圧管、サーボモー
ター駆動、自立盤、
総合コントロールシ
ステム

連続式定量供給機

接粉部SUS304内
面バフ＃200仕上
計装AC100/110V
動力AC200/220V
50/60Hz

DF SF-2 SF-1

VF PF

CF

■フィーダ対応表

■原料対応表

だからこれだ
けのメリット

L－フィーダ
インテリジェ

ントロスイン
ウエイト

だからこれだ
けのメリット

L－フィーダ

フィーダ型式 名 称

フィーダ型式 微粉体粉粒体
混　合

付着性
微粉体

能力範囲
（L/h）ペレット フレーク 繊　維 顆　粒 粉　体 液　体

スラリー
標準仕様

材　　質
受給電源

オプション

L-フィーダは、大和製衡の先進ロードセル技術、独自の最適制
御ノウハウ、自己診断技術、実績と信頼の連続定量供給技術を
駆使して完成された画期的なロスインウエイト式連続定量供給
装置です。
フィーダを交換することによって、粉体、粒体、液体などあら
ゆる原料に対応できる万能機です。押出機ライン、連続配合ラ
インなど、多品種小量プロセスの生産性向上、品質の安定化、
原料ロスやメンテナンスの低減に威力を発揮します。

DF
SF-1
SF-1-C
SF-2sc
SF-2
CF
VF
PF

ディスクフィーダ
1軸スクリューフィーダ
1軸コイルスクリュー
2軸セフルクリーニングスクリュー
2軸スクリューフィーダ
ベルト式コンスタントフィーダ
電磁フィーダ
ポンプ

DF
SF-1
SF-1-C
SF-2sc
SF-2
CF
VF
PF

△
○
○
△
○
◎
◎
×

×
○
○
×
△
◎
○
×

◎
◎
◎
○＊
◎
◎
◎
×

◎
◎
◎
◎
◎
◎
△
×

◎
△
○
◎
◎
△
×
×

◎
△
◎
◎
○
△
×
×

×
×
×
×
×
×
×
◎

0.15～30,000

1～2,000

0.4～6,000

10～60,000
5～1,000

△
△
◎
×
△
◎
◎
×

△
△
◎
×
△
◎
△
×

まͣ、ॴ要流量஋がઃఆされ、計量ϗッパー上ݶまで原料がิॆされى動します。フィーダーは、ઃఆ流量に応じた速度で運転され、計量機はى動時を
動とಉ時にઃఆ流量に応じてҰఆのׂ合で૿Ճしଓける基४৴ى、点（θロ）として、フィーダーからഉ出される重量をͭͶに検஌しています。またى
߸とഉ出重量஋をஞ࣍比ֱし、྆ऀに差があると差をθロにするํ向に、フィーダーの速度を૿ݮさせます。このように、ͭͶに྆ऀがҰகするように
速度が制御されます。
ϗッパー内重量がԼݶにୡすると、上هの制御状ଶを抜け出し、ઃఆ流量に対応してఆ容ੵഉ出をଓけます。この間、上部౤ೖフィーダーの運転が開࢝
され原料をิॆします（小容量の場合、ख動でも可能）。ϗッパー内重量が上ݶまでୡすると上部フィーダーはڅڙをఀ止します。以上のಉじ動作を܁
りฦしఆ量ഉ出を行います。

౤ೖフィーダー

ஷ૧

計量ϗッパー

モーター

ഉ出量

計量ユニット ロードセル

Ճ変速
モーター

制御盤

ēČĊ-2000

モーター制御器 ֎部
ೖ出力৴߸

電ݯ

制御中 制御中

非制御中
	౤ೖ中


非制御中
	౤ೖ中


上ݶ
ϗッパー内容量

	ᶵ

Լݶ

モーター速度
	ĹķĴ


ੵ算量	ᶵ

	ഉ出量


0

0

0

U	時間


上ݶ

Լݶ

डೖ・ഉ出中 डೖ・ഉ出中डೖ開࢝
डೖఀ止
実量ಡ取・ഉ出中

ϩεΠϯ΢ΣΠトํࣜ
ロスインウΣイトํ式（減量ੵࢉ஋ํ式）はフィーダー͔らഉ出されたॏ量を΋とにॠؒ的にフィードόック制
御をํ͏ߦ式です。ϗッύースέールやϕルト式CF8（ίンスλントフィードウΣΞ）とҟなΓ、༰ث΁の付着
やഉ出࣌のඈࢄ、スリップによる͕ࠩޡ発生ͤͣ、微গ量のߴਫ਼౓੾Γ出しにきΘΊて༗རな粉粒体ܭ量ํ式で
す。ロスインウΣイトํ式の࡞ಈ原ཧは࣍の௨Γです。

ࣜํޚ੍

ϒロοΫਤ

ಈ࡞ॱংਤ

ಈ࡞ਤ
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フライΞッシュ
石փ
セラミック粉

微粉୸
ম٫փ
生石փ
生୸׆

ೕ౶
Ξϐセル
コーンスターチ
小ഴ粉
シュΨーパウダー
化チタンࢎ

化チタンࢎ
̥̘パウダー
ѥԖ՚
ེԫ
೉೩ࡎ
シリカ
料／છ料إ
カーボン

ੴ༉化ֶ/化ֶ

ۀ　༽

ڥ　؀

ҩༀʗ৯品

■σィεΫフィーダのߏ଄ਤ

εϐーσィˍϫΠυ 型式આ໌

LDF-˘˘˘˘-2˘˘
ロスイン
ディスク 能力L／I 'ɿフラッシュϨス／9ɿಛघ

Uɿ高速バッチ／Sɿサニタリー

開発൪߸

σΟスΫϑΟʔμ

ࣸਅはサニタリータイプ

ɹ༷࢓■
LDF

úöý ú÷öý÷ 2÷÷öû÷÷ 1÷÷÷ö1ý÷÷ ü÷÷÷ 1ü̢ ú÷̢

±0.05％'�S
±0.5％～１％'�S制御運転中ɹ＊

AC200／220Vɹ50／60Hz

型　　式

■ద༻ඃܭ量෺とۀ࢈෼໺

能　　　��力（Lʗh）
ϗッύー༰量（L）
ͻ ΐ ͏ 量（ᶵ）
能 力 範 囲
駆ಈϞーλー（LX）
ܭ 量 ਫ਼ ౓
制 御 ਫ਼ ౓
電　　　　　　源

6
3
3

0.11

60
20
20

0.4

400
100
þ5

0.þ5

1600
200
200

2.2

5000
600
1000

3.þ

Φプシϣン１

Φプシϣン2

インバーター駆動ɹ１ɿ10（サーボモーター使用時には10以上も可）

15000
1500
1500

þ.5

30000
3000
3000

15

＊性能ධՁおよͼテストखॱの߲ࢀর

６種類のフィーダであらゆる粉体／液体に対応。
GMP、HACCPにも対応し、フィーダの交換簡単
多品種小容量生産に最適、多彩な連続供給システム構成。

ɹ଄ߏ■
ఆ速で回転するディスク（ԁ盤）の֎प上のߔにॆຬされた粉
体を出ޱにઃけたスクϨーパでૡき出します。ディスクにॆຬ
させる粉体を安ఆに保ͭためΞジテータで᎟፩を行います。

■能ɹ力
̏ᶩ／Iから30ὗ／I຦のシリーζがあります。

■ಛɹ௃
ᶃϒリッジ性、フラッシュ性、෇ண性のڧい粉体も確実にڅڙ
ᶄボタམͪが少なく流量が連ଓ安ఆ
ᶅかさີ度がҰఆに保たれ流量が安ఆ
ᶆ部品点数が少なく、分解清掃が簡単なサニタリーΦプシϣン
もあります。

ᶇ高速バッチΦプシϣンにより、ఆ֨容量の数10倍の能力での
੾り出しが可能ですŇ（バッチ計量の場合）

能力2ʹV×A（ὖ／sFD）
ϗッパーᶃにஷཹされる原料はᶄの᎟፩Ӌ
ࠜによりᶅの݀から調圧ࣨᶆ΁とಋかれま
す。調圧ࣨ内部はৗに原料がॆຬするため
かさີ度はҰఆに保たれます。᎟፩装置によ
り原料は回転するディスクᶈ΁ૹりࠐまれ
ます。原料はディスクの֎प上部のޱ形の
੾り欠き部にॆຬされ、ディスクの回転に
より出ޱ部のスクϨーパᶉにૡき出されて
Լ部΁ഉ出されます。੾り出し能力はૡ出
அ面ੵ×ディスクのप速度でදされます。

■σィεΫフィーダの切出原ཧ ■σィεΫフィーダのஅ໘ਤ

ਤܗ֎■

■σィεΫフィーダのಛੑ

■ੇ๏表ʢᶱʣ

"
型　　式

ディスク回転数と੾り出し能力の関係をࣔし、回転数と能力が直線త
でૉ直なಛ性。非ৗに制御性がྑいことをࣔしています。

Ұఆ回転数で運転するディスクフィーダの能力変動をࣔしており、
制御運転を行わなくても安ఆしてڅڙができています。

した場合の応౴ですが、瞬時に൓応しߋに能力ઃఆを変ܹٸ
ていることがわかります。
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■ద༻ඃܭ量෺とۀ࢈෼໺

能　　　��力（Lʗh）
ϗッύー༰量（L）
ͻ ΐ ͏ 量（ᶵ）
能 力 範 囲
駆ಈϞーλー（LX）
ܭ 量 ਫ਼ ౓
制 御 ਫ਼ ౓
電　　　　　　源

6
3
3

0.11

60
20
20

0.4

400
100
þ5

0.þ5

1600
200
200

2.2

5000
600
1000

3.þ

Φプシϣン１

Φプシϣン2

インバーター駆動ɹ１ɿ10（サーボモーター使用時には10以上も可）

15000
1500
1500

þ.5

30000
3000
3000

15

＊性能ධՁおよͼテストखॱの߲ࢀর

６種類のフィーダであらゆる粉体／液体に対応。
GMP、HACCPにも対応し、フィーダの交換簡単
多品種小容量生産に最適、多彩な連続供給システム構成。

ɹ଄ߏ■
ఆ速で回転するディスク（ԁ盤）の֎प上のߔにॆຬされた粉
体を出ޱにઃけたスクϨーパでૡき出します。ディスクにॆຬ
させる粉体を安ఆに保ͭためΞジテータで᎟፩を行います。

■能ɹ力
̏ᶩ／Iから30ὗ／I຦のシリーζがあります。

■ಛɹ௃
ᶃϒリッジ性、フラッシュ性、෇ண性のڧい粉体も確実にڅڙ
ᶄボタམͪが少なく流量が連ଓ安ఆ
ᶅかさີ度がҰఆに保たれ流量が安ఆ
ᶆ部品点数が少なく、分解清掃が簡単なサニタリーΦプシϣン
もあります。
ᶇ高速バッチΦプシϣンにより、ఆ֨容量の数10倍の能力での
੾り出しが可能ですŇ（バッチ計量の場合）

能力2ʹV×A（ὖ／sFD）
ϗッパーᶃにஷཹされる原料はᶄの᎟፩Ӌ
ࠜによりᶅの݀から調圧ࣨᶆ΁とಋかれま
す。調圧ࣨ内部はৗに原料がॆຬするため
かさີ度はҰఆに保たれます。᎟፩装置によ
り原料は回転するディスクᶈ΁ૹりࠐまれ
ます。原料はディスクの֎प上部のޱ形の
੾り欠き部にॆຬされ、ディスクの回転に
より出ޱ部のスクϨーパᶉにૡき出されて
Լ部΁ഉ出されます。੾り出し能力はૡ出
அ面ੵ×ディスクのप速度でදされます。

■σィεΫフィーダの切出原ཧ ■σィεΫフィーダのஅ໘ਤ

ਤܗ֎■

■σィεΫフィーダのಛੑ

■ੇ๏表ʢᶱʣ

"
型　　式

ディスク回転数と੾り出し能力の関係をࣔし、回転数と能力が直線త
でૉ直なಛ性。非ৗに制御性がྑいことをࣔしています。

Ұఆ回転数で運転するディスクフィーダの能力変動をࣔしており、
制御運転を行わなくても安ఆしてڅڙができています。

した場合の応౴ですが、瞬時に൓応しߋに能力ઃఆを変ܹٸ
ていることがわかります。
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形のスクリュー̎本で構ࣃと୩がৗに接৮するಛघࢁいにޓ
੒され、෇ண性原料においてもセルフクリーニングޮՌにより
安ఆした੾出しができます。൒ٿ状のϗッパーとタイトな᎟፩
により࢒量が΄とΜͲありませΜ。また。部品のண୤が容易に
行え内部の清掃が簡単で多品種小容量原料に適しています。

能力L/I

小ഴ粉
調ຯ料
粉ೕ
パウダシュΨー

スΫリϡʔϑΟʔμ

ηϧϑΫリʔχンάλイϓ

型式આ໌
軸数

ロスイン
スクリュー

開発൪߸

Hɿԣ軸᎟፩/Vɿॎ軸᎟፩

AɿΦーΨー/Cɿコイル/
Sɿセルフクリーニング/9ɿಛघ

Φプシϣンه߸

Φプシϣンه߸
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形のスクリュー̎本で構ࣃと୩がৗに接৮するಛघࢁいにޓ
੒され、෇ண性原料においてもセルフクリーニングޮՌにより
安ఆした੾出しができます。൒ٿ状のϗッパーとタイトな᎟፩
により࢒量が΄とΜͲありませΜ。また。部品のண୤が容易に
行え内部の清掃が簡単で多品種小容量原料に適しています。

能力L/I

小ഴ粉
調ຯ料
粉ೕ
パウダシュΨー

スΫリϡʔϑΟʔμ

ηϧϑΫリʔχンάλイϓ

型式આ໌
軸数

ロスイン
スクリュー

開発൪߸

Hɿԣ軸᎟፩/Vɿॎ軸᎟፩

AɿΦーΨー/Cɿコイル/
Sɿセルフクリーニング/9ɿಛघ

Φプシϣンه߸

Φプシϣンه߸

ϖϨット
グラスフΝイバー
थࢷパウダー
カーボンフΝイバー

γンάϧスΫリϡʔλイϓ
ΦーΨー式１軸ԣ形スクリューを使用しҰൠ粉体ཻ体をス
ムーζにఆ量څڙします。ඪ४はӋࠜ式スクリューですが、ϖ
ϨットやϖϨット／粉体ࠞ合体の場合はコイル式スクリューを
用います。（᎟፩はΦプシϣン）
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ϕϧトࣜখ༰ྔ$ɾ'ɾ8

大࿨製ߧのC'10/30は、ϖϨット、ણ維、フϨークなͲのಛघ形状原料や、種ʑ
の粉体用のఆ量څڙ装置として幅޿く͝ར用いたͩける、ベルト式小容量コン
スタントフィードウェΞです。
L-フィーダや、従来形のコンスタントフィードウェΞとの૊合せで多࠼な連ଓ生
産システムの構ஙを実現します。

ଟ඼छগྔੜ࢈ϥΠϯʹ
Ϛッν͢Δ਺ʑのメリット
ܰྔখܗͷίンύΫτઃܭ

イʔδʔϝンテφンス インϑΟʔドϑΟʔμɾϙシϏϦテΟ

機電Ұ体形の高機能タイプで、しかもボディはコンパクト。ス
ϖースをとらͣに๛෋なシステムライン΁の応用が可能です。

原料のํڅڙ๏として、ϗッパー以֎にもスクリューフィーダや
ディスクフィーダなͲの選択が可能。原料のಛ性に応じた種ʑの
フィーダを૊合せることができます。

थࢷϖϨット
थࢷフϨーク
グラスフΝイバー
化学ං料
粉ཻࠞ合体

7



ϕϧトࣜখ༰ྔ$ɾ'ɾ8

大࿨製ߧのC'10/30は、ϖϨット、ણ維、フϨークなͲのಛघ形状原料や、種ʑ
の粉体用のఆ量څڙ装置として幅޿く͝ར用いたͩける、ベルト式小容量コン
スタントフィードウェΞです。
L-フィーダや、従来形のコンスタントフィードウェΞとの૊合せで多࠼な連ଓ生
産システムの構ஙを実現します。

ଟ඼छগྔੜ࢈ϥΠϯʹ
Ϛッν͢Δ਺ʑのメリット
ܰྔখܗͷίンύΫτઃܭ

イʔδʔϝンテφンス インϑΟʔドϑΟʔμɾϙシϏϦテΟ

機電Ұ体形の高機能タイプで、しかもボディはコンパクト。ス
ϖースをとらͣに๛෋なシステムライン΁の応用が可能です。

原料のํڅڙ๏として、ϗッパー以֎にもスクリューフィーダや
ディスクフィーダなͲの選択が可能。原料のಛ性に応じた種ʑの
フィーダを૊合せることができます。

थࢷϖϨット
थࢷフϨーク
グラスフΝイバー
化学ං料
粉ཻࠞ合体

ຊɹɹମ

ث機࡞ૢ

コントローラー

インバーター
1ɿ10以内ɹサーボモーター使用により1ɿ10以上も可能（Φプシϣン）

±1／200
±1／100�oG�'S

SUS304またはSS41
計量コンベϠ、駆動ユニット、ϗッパー、ഉ出シュート、全पカバー、コントローラー、モータードライバー

テストチェーン、څڙフィーダ、څڙロήート、མ粉トϨー、ベルトऄ行スイッチ、自動検਴装置

モーター制御器、ԡしボタン、දࣔ౮、N'#、リϨー、コントローラー
自立盤ຢはนֻけ盤
AC200／220V
50／60Hz

C'C2000
PI制御ํ式

֤種ӷথදࣔɿઃఆ༌ૹ量（4ܻ）、瞬間༌ૹ量（4ܻ）、ෛ荷཰（4ܻ）、ੵ算計（10ܻ）、ภ差Ϩベルメーター
速度Ϩベルメーター、制御出力Ϩベルメーター
֤種LEDදࣔɿܯใදࣔ、計量中、調整中

ඪ४ɿ4ô20NAೖ力・パルスྻೖ力・4ô20NA出力・パルス出力・3S232C・3S422
ΦプシϣンɿCC-Link、Profibus
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ి ࣓ ϑ Ο ʔ μ

ӷମ༻-�ϑΟʔμ

構造が簡単でローコストなフィーダです。取りѻいが容易で、保क点検
時も分解が不要です。ཻ体、フϨーク、ϖϨット、୹ણ維なͲ流動性の
ྑい原料を高精度で安ఆして੾り出します。

೪性の高いӷ体も、຺動が少なくఆ量څڙが可能です。Φプシϣンとし
てϗッパー保Թ、防爆なͲが選ఆできます。
ロスインウΤイト式のため、比重が変動してもഉ出能力はҰఆです。

ࠪݕऩ࣌ʹ͓͚Δݕ�̐
フィールド検査におけるサンプリングは、従来はਤにࣔすように、制御

運転中にL-フィーダのԼ流に容器をઃ置し、ॴఆのサンプリング時間に

ୡすると、容器を取りআくことによってサンプリングを行い、原料の

ೖった容器を台秤に載せて容器内に࠾取された原料の質量をଌఆしてい

ました。しかしこのํ๏は、作業にख間がかかり、現場の഑置上容器を

置く場ॴが無い場合が多くテストは非ৗに໽հでした。

しかしԼهにࣔすSAIによれ͹、機器഑置に関係無く、ਓखをかけͣ簡

単で確実に検査が行えることから౰ࣾでは検ऩ時の検査はԼهにࣔす

SAIをඪ४としております。

4"*ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ�機能ʹ͍ͭͯࣗಈྲྀ量精度ࠪݕ機能
4FMG�"VUP�*NTQFDUJPOʢ ʣ

LEC-2000にはSAI機能が搭載されています。サンプリング

時間／回とサンプリング回数を設定し制御運転中に押しボ

タンでスタートさせると、所定時間、所定回数のサンプリ

ングをリアルタイムにて行い、所定の回数を終了すると、

流量の平均値、流量変動の標準偏差、サンプリング量の最

大値、最小値等を自動演算して結果を表示します。従来の

ように実量を抜き取る必要はありません。
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ి ࣓ ϑ Ο ʔ μ

ӷମ༻-�ϑΟʔμ

構造が簡単でローコストなフィーダです。取りѻいが容易で、保क点検
時も分解が不要です。ཻ体、フϨーク、ϖϨット、୹ણ維なͲ流動性の
ྑい原料を高精度で安ఆして੾り出します。

೪性の高いӷ体も、຺動が少なくఆ量څڙが可能です。Φプシϣンとし
てϗッパー保Թ、防爆なͲが選ఆできます。
ロスインウΤイト式のため、比重が変動してもഉ出能力はҰఆです。

ࠪݕऩ࣌ʹ͓͚Δݕ�̐
フィールド検査におけるサンプリングは、従来はਤにࣔすように、制御

運転中にL-フィーダのԼ流に容器をઃ置し、ॴఆのサンプリング時間に

ୡすると、容器を取りআくことによってサンプリングを行い、原料の

ೖった容器を台秤に載せて容器内に࠾取された原料の質量をଌఆしてい

ました。しかしこのํ๏は、作業にख間がかかり、現場の഑置上容器を

置く場ॴが無い場合が多くテストは非ৗに໽հでした。

しかしԼهにࣔすSAIによれ͹、機器഑置に関係無く、ਓखをかけͣ簡

単で確実に検査が行えることから౰ࣾでは検ऩ時の検査はԼهにࣔす

SAIをඪ४としております。

4"*ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ�機能ʹ͍ͭͯࣗಈྲྀ量精度ࠪݕ機能
4FMG�"VUP�*NTQFDUJPOʢ ʣ

LEC-2000にはSAI機能が搭載されています。サンプリング

時間／回とサンプリング回数を設定し制御運転中に押しボ

タンでスタートさせると、所定時間、所定回数のサンプリ

ングをリアルタイムにて行い、所定の回数を終了すると、

流量の平均値、流量変動の標準偏差、サンプリング量の最

大値、最小値等を自動演算して結果を表示します。従来の

ように実量を抜き取る必要はありません。
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.BYɹ��୆

γステϜޚଌ੍ܭ

生産管理CPU ωットϫーク༺ۀ޻
（CC-LJOLɾPSPpCVs）

ઃఆ流量
瞬間流量
ഉ出重量
内部重量

フϨΩシϒルͳ制御シεテϜ

タッチパネル式ࢹ؂部

単独นֻ制御盤（ඪ४）

LECʵ2000

大和製衡の制御システϜは、は͔Γ

のߏ成に応͡て୯独制御൫͔ら多୆

਺をҰׅίントロールするシステϜ

に΋対応கします。

Lôフィーダの制御コントローラLEC-2000はCC-Link・Profi#us

を装備できるため、種ʑメーカのPLCでҰ括コントロールが可

能となっています。従ってタッチパネルとの૊Έ合わせで簡単

にϚルチコントロールシステムの構੒が可能で、ԕִにおいて

ઃఆ操作、運転状ଶをࢹ؂することが可能です。

上Ґシステムとの৴߸取り合いも、4～20NA、ޫ௨৴、3S422

等フϨΩシϒルに対応可能となっております。またコンベΞス

έールや、ベルト式C�'�8とも容易にリンクできるため比཰制

御による連ଓ഑合システムを構ஙできます。

౰ࣾでは医薬品製ࡎ工程、食品製造工程からಘた๛෋なϊウϋ

ウにより、GMP、HACCPに対応した間ҧいない確かな計量݁Ռ

をお約ଋகします。

C'Cʵ2000

஫ɿඪ४制御盤はŊLEC-2000のシーέンス制御機
能を׆用しているためPLCは不要です（使用
しておりませΜ）。

ɹɹඪ४以֎のಛผな動作やシーέンス৴߸のやり
取りをඞ要とする場合はඪ४֎となります。ผ
్PLCがඞ要となります。

EDIʵ2000 LECʵ2000 C'Cʵ2000LEC-2000

LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000

EDI-2000

LEC-2000 EDI-2000

LEC-2000

LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000

EDI-2000

EDI-2000

CFC-2000

LEC-2000 LEC-2000

LEC-2000

CFC-2000

LEC-2000CFC-2000

（バッチ式） （ロスインウΤイト式） （ベルト連ଓ式）

ྫ༺࢖

バονࠞ߹とԡし出し機΁の定量供給

εφοΫ՛ࢠシーζχンάシεテϜ

ओ原料とのൺ཰制御 ӷମとのൺ཰制御

連続バονܭ量のซ༻ϖϨοトͳͲの連続഑߹
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EDIʵ2000 LECʵ2000 C'Cʵ2000LEC-2000

LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000

EDI-2000

LEC-2000 EDI-2000

LEC-2000

LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000 LEC-2000

EDI-2000

EDI-2000

CFC-2000

LEC-2000 LEC-2000

LEC-2000

CFC-2000

LEC-2000CFC-2000

（バッチ式） （ロスインウΤイト式） （ベルト連ଓ式）

ྫ༺࢖

バονࠞ߹とԡし出し機΁の定量供給

εφοΫ՛ࢠシーζχンάシεテϜ

ओ原料とのൺ཰制御 ӷମとのൺ཰制御

連続バονܭ量のซ༻ϖϨοトͳͲの連続഑߹
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ӳޠ （ࣈϋングルจ）ޠࠃؖ 中ޠࠃ（簡体） 中ޠࠃ（ൟ体）

ίントロʔϥʔɹ-&$������
LEC-2÷÷÷は、ロスインウΣイト式定量供給ઐ༻のίントローラーです。ैདྷϞσルのߴ機能、ߴਫ਼౓ɾߴ෼ղ能をܧ
ঝするとڞに、λッνύωル付きΧラー液থ画໘を࠾༻し、Ұஈとݟやす͘ૢ࡞しやす͘なΓました。また、৽たに
Ϛルνޠݴ対応、多࠼なάラフදࣔ、使͍やすさをඋ͑た安શɾ安৺なܭ量を実ݱするϞσル΁と進化しました。

❶タブ表示
༌ૹ量ઃ定やܯใɾܭ量ঢ়ଶのৄࡉ、άラフ画໘
に੾Γସ͑ます

❷状態表示
ӡసத、リϞートத、ௐ੔த、自ಈӡసத　౳の
量ঢ়ଶをදࣔܭ

❸警報状態表示
ॏ量ɾ༌ૹ量ɾภࠩɾઃ定஋のܯใঢ়ଶをදࣔ

❹偏差レベルメーター　
❺輸送量（PV　レϕルメーλーに੾ସՄ能）
❻銘柄番号（最大��໏ฑ　໏ฑ名称をදࣔ）
❼輸送量設定�（SV）
❽重量（レϕルメーλーに੾ସՄ能）
❾積算計
�制御出力（.V）
�メニューボタン
�零調整キー
�自動運転切替ボタン
�リモート運転切替ボタン

POINT
1 ઌਐのάローバル対応

ᶃϚルνޠݴ対応

ᶄ種ʑフィールドωοトϫーΫ対応

೔本ޠ以֎にӳޠ、ؖ のදࣔが可能です（簡体・ൟ体）ޠࠃ中、（ࣈϋングルจ）ޠࠃ

ᶆϚχϡΞルϨε
ઃఆ஋やΤラーのৄしい内容がදࣔで
きますので、ւ֎でもϚニュΞルϨスで
操作できます。

೔本・ถࠃ・Ԥभ・ΞジΞで使用されている'Aネット
ワーク（CC-Link、Profibus）に対応。（Φプシϣン）

RoHS

ᶅ$&ϚーΩンάɾ3P)4対応
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ӳޠ （ࣈϋングルจ）ޠࠃؖ 中ޠࠃ（簡体） 中ޠࠃ（ൟ体）

ίントロʔϥʔɹ-&$������
LEC-2÷÷÷は、ロスインウΣイト式定量供給ઐ༻のίントローラーです。ैདྷϞσルのߴ機能、ߴਫ਼౓ɾߴ෼ղ能をܧ
ঝするとڞに、λッνύωル付きΧラー液থ画໘を࠾༻し、Ұஈとݟやす͘ૢ࡞しやす͘なΓました。また、৽たに
Ϛルνޠݴ対応、多࠼なάラフදࣔ、使͍やすさをඋ͑た安શɾ安৺なܭ量を実ݱするϞσル΁と進化しました。

❶タブ表示
༌ૹ量ઃ定やܯใɾܭ量ঢ়ଶのৄࡉ、άラフ画໘
に੾Γସ͑ます

❷状態表示
ӡసத、リϞートத、ௐ੔த、自ಈӡసத　౳の
量ঢ়ଶをදࣔܭ

❸警報状態表示
ॏ量ɾ༌ૹ量ɾภࠩɾઃ定஋のܯใঢ়ଶをදࣔ

❹偏差レベルメーター　
❺輸送量（PV　レϕルメーλーに੾ସՄ能）
❻銘柄番号（最大��໏ฑ　໏ฑ名称をදࣔ）
❼輸送量設定�（SV）
❽重量（レϕルメーλーに੾ସՄ能）
❾積算計
�制御出力（.V）
�メニューボタン
�零調整キー
�自動運転切替ボタン
�リモート運転切替ボタン

POINT
1 ઌਐのάローバル対応

ᶃϚルνޠݴ対応

ᶄ種ʑフィールドωοトϫーΫ対応

೔本ޠ以֎にӳޠ、ؖ のදࣔが可能です（簡体・ൟ体）ޠࠃ中、（ࣈϋングルจ）ޠࠃ

ᶆϚχϡΞルϨε
ઃఆ஋やΤラーのৄしい内容がදࣔで
きますので、ւ֎でもϚニュΞルϨスで
操作できます。

೔本・ถࠃ・Ԥभ・ΞジΞで使用されている'Aネット
ワーク（CC-Link、Profibus）に対応。（Φプシϣン）

RoHS

ᶅ$&ϚーΩンάɾ3P)4対応

POINT
2 ଟ࠼ͳάラフ表ࣔ

計量ը面グラフ

SAI機能

保कリスト ཤྺ機能

計量ը面バーグラフ

ᶃܭ量஋Λৗʹάラフで表ࣔし͍ͯ·͢
աڈ、�分間の༌ૹ量ઃఆ（SV）・༌ૹ量（PV）・制御出力（.V）・重量
஋をグラフで確認できます。

ᶄリΞルλイϜάラフ表ࣔ機能
最大10要ૉ、20,000サンプル、最小10Ns間ִでグラフに計量஋をදࣔで
きます。制御ಛ性の確認やաڈの計量状ଶの確認にར用できます。

ᶅܭ量஋のバーάラフ表ࣔ
༌ૹ量・重量をデジタル஋よりバーグラフに੾り替えることで、ͻとめで
計量状ଶを೺Ѳできます。

POINT
3 ٻ΍͢͞Λ௥͍࢖

ᶃ4"*機能
流量精度を抜き取り用容器や検ূ用台秤がなくてもワンタッチで調査
できます。్ 中でઃఆが変化しても精度計ଌできるようになりました。

ᶄొ࿥機能
16໏ฑまでの制御パラメーターを登録でき、֎部৴߸によって変ߋで
きますので໏ฑ変ߋ時の൥わしい操作は不要です。໏ฑの品種໊শ
もը面上にදࣔされます。

ᶅシーέンε制御機能
L-フィーダの運転にඞ要なシーέンス機能とೖ出力を૊ΈࠐΜでお
り、シーέンサーは不要です。

ᶆ*1��૬౰の๷ਖɾ๷ణ対応
έースલ面はIP65૬౰の防ਖ・防ణに対応していますので、清掃時に
ਫがかかっても大ৎ෉です。

ᶇ64#ϝϞリ対応
US#メモリを接ଓすることで、内部パラメーターや運転ཤྺのバック
ΞップやリストΞができます。

POINT
4 ҆৺ɾ҆શͳܭ量Λ࣮ݱ

ᶃロードセルճ࿏のࣗݾ਍அ
A/D変換回࿏はもとより、ྭ 磁電圧・ロードセルの഑線等のチェック機
能が内ଂされており、ҟৗをいͪૣく検出できます。

ᶄ఺ظ࣌ݕの௨஌
௨電時間や運転時間から点検時期を௨஌しますので、ফ໣品のނোによ
るラインఀ止が防止できます。ফ໣品は最大10݅登録できます。

ᶅ*0Ϟχλーɹڧ制出力機能
す΂ての৴߸のೖ出力の状ଶを確認でき、モードの੾り替えでڧ制తに
出力できますので、ਾ෇時の഑線確認が簡単です。

ᶆཤྺ機能
最৽の運転ཤྺを100݅هԱしていますので、トラϒル時の௥੻調査がで
きます。

ᶈωοトϫーΫ機能౥ࡌ
パιコン上の8Fbϖージからઃఆ஋や運転ཤྺの確認、保क৘
ใのೖ力ができます。Τラー৘ใをメールでૹ৴できます。
（Φプシϣン）
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-&$�����ɹ༷࢓�
型 式 LEC-2000A（アナログロードセルタイプ）

LEC-2000D（デジタルロードセルタイプ） 電 源 AC85～264V 50/60Hz  20VA（標準）　30VA（フルオプション）　

使 用 温 度 ／ 湿 度 －10～50℃/45～85％R.H以下　結露なき事 保 存 温 度 ／ 湿 度 －20～60℃/85％R.H以下　結露なき事
外 形 寸 法 128（W）×157（H）×185（D） 表 示 素 子 タッチパネル付き　5.7インチ TFTカラー液晶　640×480ドット
パ ネ ル カット 寸 法 92（W）×138（H） バ ッ ク ラ イト 寿 命 70,000時間
重 量 約2㎏ 対 応 言 語 日本語、英語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国語（ハングル文字）
保 護 等 級 パネル取り付け後のケース前面部 ： IP65 冷 却 方 式 ファンによる空冷　内部温度による自動起動
デ ー タ 記 憶 方 法 内部設定・印字設定は、EEPROMに記憶。 積算計・零メモリ・単独等の設定値・運転履歴・グラフデータは、バッテリでバックアップされた RAMに記憶。（保持期間：5年以上）

アナログロードセル
DC 0～30mV　励磁DC10V 200mA  6個迄接続可 
零点変動　　Max.±0.1μV/℃ Typ.±0.02μV/℃　 
スパン変動　Max.±5ppm/℃ Typ.±2ppm/℃

デジタルロードセル 大和製デジタルロードセル　最大4個迄接続可

ア ナ ロ グ 設 定 入 力 DC4～20mA　 1点（アイソレート） 単独設定、比率設定　いずれかの設定に使用
パ ル ス 列 入 力 Max200Hz　 1点  単独設定、比率設定　いずれかの設定に使用
回 転 計 入 力 周波数 40～400Hz　 パルス幅 1ms以上　 回転計用電源 DC6V　20mA　又は　DC15V　150mA

制 御 入 力
8点　入力電圧  12V　入力電流  約1.1mA　スレッショルド電圧 約7V 
信号名 ： 運転指令、自動運転指令、投入指令、リモート指令、スクレーパ半開指令、偏差リセット、積算値リセット、設定値ホールド、制御出力ホールド、零調整、零調リセット、
プリセットカウンターリセット、キー操作禁止、銘柄番号選択20、銘柄番号選択21、銘柄番号選択22、銘柄番号選択23　等

ア ナ ロ グ 出 力 2点（アイソレート）DC4～20mA（負荷抵抗500Ω以下） 内1点は切り替えて　DC0～10V（負荷抵抗1kΩ以上）で出力可能 
輸送量、重量、制御出力のいずれかに使用。 精度 1/1000　分解能　1/2000

パ ル ス 出 力 低速（積算）パルス　パルス幅　10～1000ms　  フォトモスリレー　　　Max. AC264V  DC125V  0.1A  10Hz以下 
高速（正負）パルス　 パルス幅　4～1000ms　　オープンコレクター　Max. DC30V  100mA  125Hz以下  F/Iパルスに変更可能

制 御 出 力

リレー出力　4点　 接点容量 AC 250V 1A  DC 30V 1A、　オープンコレクター出力　16点　  接点容量 DC 30V  100mA  Max 
信号名 ： 輸送量上限、輸送量下限、輸送量上下限、偏差上下限1、偏差上下限2、重量下下限、重量上上限、重量上限、重量下限、重量上下限、設定上限、設定下限、設定上下限、
重量異常、警報、システムレディ、運転中、投入要求、投入中、リモート中、自動運転中、CPU正常動作中、安定、半開モード中、プリセットカウンター出力、
現在銘柄番号20、現在銘柄番号21、現在銘柄番号22、現在銘柄番号23、OR出力1、OR出力2、OR出力3、等

通 信 機 能
シリアル通信機能

RS232C  2ポート、RS232C/RS422切替 1ポート 
① シーケンサーとの通信機能（三菱シーケンサー計算機リンクユニット（MCプロトコル4）、オムロンシーケンサー上位リンクユニット） 
② プリンターへの印字（毎回印字・合計印字・中間合計印字・状態印字・内部設定・運転ログ印字　　ナダ電子MPシリーズ） 
③ LEC100互換通信（Enqコマンドによる応答） 
④ 大和独自通信（ データにつけられた識別子による通信 ）

USBポート フルサイズUSB2.0　ホストポート 1ポート　マスストレージクラス USBメモリのみ接続可　 FAT32・FAT16　ロングファイルネーム対応 
内部パラメーターのバックアップ・リストア、　設定・運転ログ自動バックアップ

オ プ シ ョ ン

 D/A　リレー出力基板　
EV567F

0～4V、0～5V、0～10V、1～5V、0～16mA、4～20mA のいずれかから選択
負荷抵抗 ： 電圧出力 1kΩ以上  電流出力 500Ω以下 
アイソレート付き　出力信号  輸送量、負荷率、制御出力　等

CC-Link通信基板 
EV569F 局種  リモートデバイス局　 占有局数  4局　　1つのマスタユニットに最大16台接続可能　　 対応バージョン Ver1.10

Ethernet対応基板 シリアル通信と同等の通信　三菱PLCとは、SLMPにて通信

Profibus通信基板 
EV1060F

対応バージョン PROFIBUS-DPV0 まで対応。（DPV1，DPV2 の機能は有していません。） 
IOメッセージ長 入力16ワード（32バイト）、出力16ワード（32バイト）  
最大接続台数 リピータ無 ： 32台（マスタの台数を含む）   リピータ有 ： 126台（マスタの台数を含む）

コネクタ付き専用ケーブル

アナログロードセル用 EJ750-60（2m）、EJ750-70（5m）
デジタルロードセル用 ER1010AG002（5m）
パラレル入出力用 ER968-30（3m）、ER968-50（5m）
シリアル入出力用 ER969-50（5m）

※1　製品の保証期間は1年間となっております。これらの期間、製品を保証するものではありません。

๏ਤੇܗ֎
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ύωϧΧοτੇ๏

੡࡞தࢭ੡඼の͝Ҋ಺
ฐࣾのԼه製品はطにൢചをऴྃし、म理期ݶもऴྃしておりま
す。Լه製品を͝使用のお٬様は、ܧޙ機種΁の交換をਪ঑いたし
ます。ৄ しくは、ฐࣾӦ業までお໰い合わせくͩさい。

項　　目 型　　番 製作中止日 最終修理期限

L型演算調節計

LEC-100 2001年12月 2009年12月

LEC-200 2008年7月 2016年7月

LEC-201 2016年10月 2024年10月

演算調節計 CFC-100 1999年7月 2007年7月

演算調節計 CFC-200 2008年7月 2016年7月

演算調節計 CFC-201 2015年11月 2023年11月

デジタル指示計 EDI-800/910 2008年7月 2016年7月

デジタル指示計 EDI-801/911 2013年12月 2021年12月

ロードセル変換器 EE241
1999年11月 2007年11月

ロードセル変換器 EM682
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-&$�����ɹ༷࢓� のपล૷ஔ

ウΟンάϑΟʔμ
ウィンάフィーダは、Lʵフィーダઐ༻のิॆ供給༻౤ೖフィーダです。
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ୈҰテストラボ

คମテストϥϘ

機ثɾܾ༷࢓定
最も適੾なシステムと仕様をܾఆいた
します。

࣮ 量 テ ε ト

ຊಛੑテεトج

原料αンϓル
。にてඞ要量を͝४備くͩさいํو
（௨ৗ5～10Ὑ）

安ଉ֯、ཻ度、ີ度なͲを࢝めとする
粉体の基本ಛ性を調΂ます。
適ਖ਼とࢥわれるフィーダを選ఆします。

Ұఆのڥ؀৚݅Լで実ࡍにフィーダに
原料をೖれて੾り出します。
ఆ量性やൖૹޮ཰のଌఆの΄か、څڙ
状ଶの࡯؍と確認を行います。

粉体テストラボでは、お٬様から原料サンプルを͝
ఏڙいたͩき、ཻ度分෍、安ଉ֯、かさີ度、す΂
り֯なͲ粉ཻ体の基本ಛ性をଌఆ・分ੳしたうえで、
実装置で使用した状ଶをਖ਼確に༧ଌします。
このため、おੵݟりのஈ֊での原料ಛ性に応じた適
確な仕様ઃఆを行うことができます。

検査用台秤テストフロー

Lʵ'EEDE3

डけ容器

PC

流量誤差཰

１ 301 601 Ā01

時ࠁ（×0.2秒）

0.ÿ
0.6
0.4
0.2
0

ʵ0.2
ʵ0.4
ʵ0.6
ʵ0.ÿ

確
ఆ
཰
（
％
）

ύ΢ダーテεト ࣮量テεト

LECʵ2000

EDIʵ2000

CAT.NO.A0103JA10A00  25060300Ry

Lʵフィーダをॴఆの能力で制御運転します。ഉ出され
た原料を台秤上に置いた容器でडけリΞルタイムで容
器内重量஋データを取りࠐΈCPUでプロットするとと
もに、ॴఆ時間ຖの੾出量を取りࠐΈ、流量஋のඪ४
ภ差やภりなͲの統計データを演算ه録します。

LEC-2000

EDI-2000


